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１
月
７
日
、
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
に
お
い
て
、
20
歳
の
門

出
を
祝
う
「
令
和
６
年
与
謝
野
町
二
十
歳
の
成
人
式
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
一
堂
に
会
し
て
の
開
催
と

な
り
、
約
１
６
０
人
が
参
加
。
ふ
る
さ
と
で
20
歳
の
決
意

を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

◎ 
特
集
①　

令
和
６
年
与
謝
野
町
二
十
歳
の
成
人
式

ふ
る
さ
と
で
誓
う
、
二
十
歳
の
決
意

参加者を代表して謝辞を述べる佐々木さん
記念撮影をする参加者
与謝野町歌を歌う参加者
山添町長や来賓の式辞を聞く参加者
山添町長から記念品を受け取り握手を交わす
中西さん
久しぶりの再開に笑顔がはじける
仲良く撮影する参加者たち
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②
③
④⑤
⑥

⑦
⑧⑨
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②
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⑨

【令和６年与謝野町二十歳の成人式】
● 対　象　者　平成 15 年４月２日～ 16 年４月１日生まれの方
● 主な出来事　六本木ヒルズグランドオープン、地上デジタル放送が東京などで開始、
　　　　　　　SMAP の「世界に一つだけの花」が売上 200 万枚を超える大ヒット

　
本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ

う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
山
添
町
長
様
を
は
じ
め
、
ご
来

賓
の
皆
様
、
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
よ
り
ご
祝
辞
と
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
十
歳
と
い
う
人
生
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
、
本
日
、
中
学
校
を
卒
業
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
進
ん
だ
私
た
ち

が
、
故
郷
で
あ
る
与
謝
野
町
と
い
う
す

ば
ら
し
い
場
所
で
再
会
で
き
て
い
る
こ

と
誠
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
長
ら
く
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
収
束
し
、
新
し
い

社
会
へ
と
止
ま
っ
て
い
た
時
間
が
動
き

始
め
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
学
校
行
事

や
大
会
な
ど
に
制
限
が
か
か
り
、
思
う

よ
う
な
学
生
生
活
で
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
友
人
や
家
族
と
過
ご
す
時
間
、
や

り
た
い
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
と

い
う
幸
せ
を
よ
り
一
層
感
じ
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
の
長
い

人
生
で
は
、
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
高

い
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
人
で
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

強
さ
も
大
切
で
す
が
、
人
に
助
け
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
正
直
さ
も
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
支
え
合
う
、

助
け
合
う
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自

立
し
て
い
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
存
在
で
、
異

な
る
考
え
方
を
持
つ
私
た
ち
で
す
が
、

助
け
を
求
め
ら
れ
た
際
に
手
を
差
し
伸

べ
ら
れ
る
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た

大
人
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て

私
た
ち
が
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
先
生
方
、
支
え
て
い
た
だ
い
た

地
域
の
方
々
、
そ
し
て
何
よ
り
も
私
た

ち
を
育
て
て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
で

す
。
私
た
ち
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

多
く
の
方
々
に
今
一
度
、
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
与
謝
野
町
の
さ

ら
な
る
繁
栄
と
発
展
を
お
祈
り
し
、
簡

単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
お
礼
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
７
日　
佐さ

さ

き
々
木 

崇た
か
し
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平
成
４
年
か
ら
高
校
生
の
相
互
派

遣
交
流
が
始
ま
り
、
14
回
目
と
な
っ

た
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
高
校
生
派
遣
事

業
。
今
回
は
、
与
謝
野
町
内
の
高
校

１
、２
年
生
８
人
と
山
添
町
長
が
英

国
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ

ス
を
訪
れ
ま
し
た
。
高
校
生
た
ち
は

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
地
元
高
校

生
・
大
学
生
と
の
交
流
を
深
め
、
山

添
町
長
は
行
政
機
関
の
関
係
者
と
の

懇
談
に
加
え
、
両
町
の
友
好
関
係
を

今
後
と
も
継
続
し
て
い
く
た
め
、
友

好
提
携
に
関
す
る
協
定
書
に
署
名
し

ま
し
た
。

　この事業を知ったきっかけは、
以前、姉が参加し与謝野町とアベ
リスツイスの関係を教えてくれた
ことです。その際にフランク・エ
バンスさんのことについて教えて
もらい、興味を持ち参加しました。
　参加する中で、エバンスさんの
伝えたいことや平和について理解
できた気がしました。かつて戦争
の中で悲惨なことがありました
が、今は平和な社会になりこのよ
うに交流が行われています。育っ
た環境や文化の違いで初めは戸惑
うこともありましたが、事前に私
たちとの文化の違いを理解してい
ただいたおかげで、現地生活は溶
け込みやすいものでした。
　この事業を通して、平和のこと
について深く知ることができまし
た。この事業で関わることのでき
た方たちとのつながりに感謝し、
ずっと大切にしていきたいです。
貴重な体験をさせていただき本当
にありがとうございました。

堀ほ
り

江え 

健け
ん

士し

朗ろ
う

海
洋
高
校
２
年

　アベリスツイスではたくさんの
ことを経験できました。初めての
海外で楽しみもありましたが、ホ
ストファミリーとのコミュニケー
ションや現地での生活に不安もあ
りました。しかし、ホストファミ
リーも現地の方も優しく接してく
れたので、楽しく過ごせました。
お互いの国や町のことについて交
流しながら一緒に行動する中で、
学んだウェールズとの文化や習慣
の違いがたくさんありました。
　また、この事業がきっかけで、
フランク・エバンスさんのことや
与謝野町とアベリスツイスの関係
を知りました。そして、この交流
の始まりである戦争や平和への思
いに触れることもできました。こ
の交流が続いていくことが、エ
バンスさんの願った平和へとつな
がっていくと思います。事業を
通して得た学びやつながりを忘れ
ず、これからにいかしていきたい
と思います。

森も
り
し
た下 

彩あ

さ咲

宮
津
天
橋
高
校

宮
津
学
舎
２
年

　この事業に参加し、与謝野町と
アベリスツイスの交流のことを多
くの人に知ってもらいたいと思い
ました。フランク・エバンスさん
をきっかけに始まったこの交流
は、私に多くの学びをくれました。
　実際にアベリスツイスを訪れ、
平和記念パレードへの参加やエバ
ンスさんのお墓への献花、交流し
た方々との思い出の中で、戦争に
対する考えが変化しました。「ア
ベリスツイスでの思い出を未来に
残していきたい」「この交流を通
して出会った人たちと再会した
い」そういった思いが、戦争をし
ないでおこうと思うきっかけにな
ることも知りました。
　私はこの経験をいかし、多くの
人が平和について考えるきっかけ
になり、両町のことを知ってもら
えるような活動をしたいと思いま
す。このようなすばらしい経験が
できたことに感謝しています。あ
りがとうございました。

太お
お

田た 

絢あ
や

子こ

宮
津
天
橋
高
校

加
悦
谷
学
舎
２
年

高
校
生
た
ち
は
今
、
何
を
お
も
う
。

約
２
週
間
の
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
の
滞
在
に
加
え
、
事
前
・
事
後
研
修
を
含
め
る

と
約
４
ヵ
月
間
、
高
校
生
た
ち
は
与
謝
野
町
と
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
に
つ
い
て
学

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
派
遣
事
業
を
通
し
て
何
を
学
び
、
何
を
感
じ
た
の
か
。

高
校
生
た
ち
の
言
葉
で
振
り
返
り
ま
す
。

※ 

広
報
紙
掲
載
用
に
一
部
編
集
し
て
い
ま
す

現
地
で
得
た

学
び
や
経
験
は

か
け
が
え
の
な
い
も
の
に

世界から学ぶ『平和』の大切さ世界から学ぶ『平和』の大切さ
～ 友好の架け橋になった高校生たち ～

アベリスツイス高校生派遣事業

※ 

友
好
協
定
の
締
結
に
関
す
る
内
容
は
、

１
月
10
日
発
行
の
広
報
よ
さ
の
１
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い

特
集
②

　この事業を終えて振り返ってみ
ると、不安や緊張がありながらも
自信や大きな感動を得た充実した
日々だったと思います。また、与
謝野町に住んでいるだけでは出会
うことのできない、さまざまな国
籍、多様なバックグラウンドを持
つ方々と交流したことで、新たな
発見もありました。
　私のホストファミリーはすごく
日本の文化に興味があり、折り紙
を一緒に作ったり、みそ汁やお菓
子をプレゼントすると、すごく喜
んでくれてうれしかったです。日
本の文化が遠く離れたアベリスツ
イスの地でも愛されていることを
知り、日本人であることをすごく
誇りに思いました。
　帰ってきてから数ヵ月経った今
も、写真を何度も見返してしまう
くらい楽しい思い出ができまし
た。多くの方々のご支援があった
からだと思います。ありがとうご
ざいました。

根ね

本も
と 

咲さ
き

宮
津
天
橋
高
校

宮
津
学
舎
２
年

私を変えてくれた
アベリスツイス

　この事業で一番心に残ったの
は、現地の方々との交流です。事
業に参加した理由の一つとして、
海外に興味があり外国の方とその
地の言語で話してみたいと思って
いました。初めての海外で不安な
気持ちもありましたが、成長でき
る良い機会になりました。
　アベリスツイスへ着いたあと、
数日間にわたってホストファミ
リーと交流しました。交流を通し
て積極的に意見を言う力がつきま
した。私は優柔不断な部分がある
のですが、言語が違う環境の中
であいまいにしてしまうと、相手
を余計困らしてしまうため、断ち
切って意見を言うよう努力してい
ました。対面する前はうまく話せ
るのか、まず会話が成り立つのか
とても心配でした。でもうまく話
すことができるかという技術面よ
りも、持っている知識でどれだけ
話しかけることができるかが大切
だと感じました。

西に
し
む
ら村 

れ
い

宮
津
天
橋
高
校

加
悦
谷
学
舎
１
年

コミュニケーション戦争に対する考え方 架け橋の一員として アベリスツイスでの
体験を通して

フランク・エバンスさんのお墓を訪れた高校生と現地の方々

国立図書館で与謝野町との交流の資料を見学
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　以前にアベリスツイスの高校生
のホストファミリーをしたことが
あり、アベリスツイスがすばらし
い街だと聞いて、高校生になった
ら派遣事業に参加し、自分の目で
見てみたいと思ったのが、この事
業に興味を持ったきっかけです。
　今回の事業で学んだことは、「友
だちになるのに国や性別、年齢は
関係ない」ということです。アベ
リスツイスではさまざまな人と出
会いました。例えば、ホストファ
ミリーや学校の先生、アベリスツ
イス大学に通う大学生です。初め
て出会う人たちばかりで、国や言
語、年齢、性別も違うけど、一生
忘れない友だちになれました。
　フランク・エバンスさんがつな
いでくださったアベリスツイスと
の絆がずっと続いていくよう、多
くの人にこの交流のことを伝えた
いです。この事業に協力していた
だいた皆さん、本当にありがとう
ございました。

井い

﨑ざ
き 

李り

み美

宮
津
天
橋
高
校

加
悦
谷
学
舎
２
年

　この事業に参加して良かったで
す。ホストファミリーと顔合わせ
をした日は緊張と不安でいっぱい
でしたが、ホストファミリーに加
え現地の方々の明るさや優しさに
包まれ、とても充実した日々を過
ごすことができました。
　一番印象に残っているのは、戦
没者追悼記念日のパレードに参加
したことです。教会でのお祈りや
戦争で亡くなられた方にお花を供
えたりと、一年で最も大切な日に
参加することができました。この
交流が始まったきっかけも、戦争
捕虜で連れてこられたフランク・
エバンスさんが終戦後、旧加悦町
を訪問されたことでした。今回、
外国での戦没者追悼記念式典に参
加できたことはとても貴重なもの
でした。二度と戦争で多くの方が
亡くなられるようなことは起きて
ほしくないと心から思いました。
本当に貴重な時間を過ごすことが
できました。

村む
ら

田た 

亜あ

み美

宮
津
天
橋
高
校

加
悦
谷
学
舎
２
年

　アベリスツイスでの生活は、す
ばらしい経験になりました。現地
の方々との交流から、互いの文化
や習慣など深い相互理解ができ、
与謝野町とアベリスツイスをつな
ぐ架け橋の一員になれたと思いま
す。
　この事業の原点となったフラン
ク・エバンスさんの思いを受け、
高校生という若い年代が与謝野町
の代表としてアベリスツイスに
行ったということを無駄なものに
せず、事業を通して得た平和への
思いを必ず後の世代に語り継いで
いかなければならないと思ってい
ます。自身も日本とは異なる文化
や習慣に触れることで新しく視野
が広がり、考え方や価値観を見つ
め直すことができました。
　私は今でも SNS を通じてホス
トファミリーと交流をしていま
す。この交流を途切れさせること
なく、ずっと続けていけたらいい
と思います。

尾お

関ぜ
き 

真ま

ほ帆

福
知
山
高
校
１
年

① アベリスツイス大学で
模擬授業を体験
② 戦 没 者 追 悼 式 典 の パ
レードに参加

PHOTO
TOPICS

アベリスツイス滞在記アベリスツイス滞在記
今回で 14 回目となる「アベリスツイス高校
生派遣事業」。高校生たちは現地で多くの方々
と出会い、ウェールズ・アベリスツイスの文
化や歴史を学び “友好の絆” を深めることが
できました。

① 村田さんとホストファミリーのウィロー（左）と妹のエリー（右）　② 西村さんとホストファミリーのジョン（中央）とルイース（右）　③  根本さ
んとホストファミリーのウィロー（中央）とタビー（右）　　④ 堀江さんとホストファミリーのジョシュ（左）と弟のトレバー（中央）　⑤ 尾関さんと
ホストファミリーのメアリー（左）とグウェノー（右）　⑥ 歓迎レセプションであいさつをする堀江さん　⑦ 太田さんとホストファミリーのエレン（左）
とローサ（右）　⑧ 井﨑さんとホストファミリーのメーガン（左）とカーリー（左から２番目）とメーガン（右）　⑨ 森下さんとホストファミリーのマ
チルダ（左）と母のジュリア（右）

アベリスツイスで築いた
友情と理解

外国で学んだ
人々の平和への想い

アベリスツイスが
気づかせてくれた平和

①

⑨ ⑧

⑦

⑥

③

⑤ ④

②

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
っ
て
ど
こ
？

　
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
西
へ

列
車
で
５
時
間
。
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
湾

に
面
し
た
人
口
約
１
万
人
の
町
で

す
。
主
な
産
業
は
農
業
（
牧
畜
）
や

観
光
業
で
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大

学
、
国
立
図
書
館
な
ど
文
教
施
設
が

あ
る
こ
と
か
ら
学
生
が
多
く
、
世
界

各
国
か
ら
の
留
学
生
も
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
美
し
い
海
岸
が
印
象
的
な
町

で
、観
光
地
と
し
て
も
人
気
が
高
く
、

夏
は
避
暑
を
楽
し
む
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歴
史
と

文
化
を
誇
り
に
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語

を
多
く
の
人
が
話
し
、
町
の
サ
イ
ン

も
英
語
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
が
併
記
し

て
あ
り
ま
す
。

戦
没
者
追
悼
式
典
に
参
加

　
英
国
各
地
で
は
、
11
月
の
第
２
日

曜
日
に
「
戦
没
者
追
悼
式
典
」
が
行

わ
れ
て
お
り
、
高
校
生
た
ち
は
ア
ベ

リ
ス
ツ
イ
ス
で
開
催
さ
れ
た
式
典
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
ポ
ピ
ー
の
造
花
を
身
に
着

け
、
式
典
で
は
代
表
者
ら
に
よ
り
ポ

ピ
ー
の
花
輪
が
慰
霊
碑
に
供
え
ら
れ

ま
し
た
。
高
校
生
た
ち
に
と
っ
て
、

改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大

切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

与謝野町出発謝野町出発
アベリスツイス到着、アベリスツイス到着、ホストファミリーとの顔合わせホストファミリーとの顔合わせ
国立図書館訪問国立図書館訪問
アベリスツイス大学訪問、歓迎レセプション参加アベリスツイス大学訪問、歓迎レセプション参加
マハンスレス訪問、スレート鉱山跡見学マハンスレス訪問、スレート鉱山跡見学
ホストファミリーと交流（終日）ホストファミリーと交流（終日）
戦没者追悼式典参加戦没者追悼式典参加
故フランク・エバンスさんのお墓参り故フランク・エバンスさんのお墓参り
アベリスツイスの高校で交流アベリスツイスの高校で交流
国立ウールミュージアム訪問国立ウールミュージアム訪問
アベリスツイス出発　アベリスツイス出発　※※ ロンドン泊 ロンドン泊
与謝野町到着与謝野町到着

11/ ６
11/ ７
11/ ８
11/ ９
11/10
11/11
11/12

11/13
11/14
11/15
11/17

● 主な行程

② ①
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地
域
の
平
穏
と
安
心
・
安
全
を
願
う

「
令
和
６
年
与
謝
野
町
消
防
団
出
初
式
」

が
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
知
遊
館
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま

り
、木き

村む
ら

正ま
さ
の
り典

団
長
が
「
町
民
の
生
命・

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
と
い
う
崇
高
な

使
命
の
も
と
、
町
民
の
安
心
安
全
の
た

め
、
我
が
町
は
我
々
が
守
る
と
い
う
思

い
を
強
く
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
団

員
に
訓
示
。
ま
た
、山
添
町
長
か
ら「
１

年
を
通
し
て
の
火
災
ゼ
ロ
、
ま
た
、
例

え
災
害
が
発
生
し
た
と
し
て
も
持
ち
前

の
機
動
力
を
生
か
し
、
住
民
の
皆
さ
ま

の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、京
都
府・

与
謝
野
町
・
消
防
団
な
ど
か
ら
、
功
績

者
や
優
良
団
員
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
団
員
お
よ
び
消
防
署

員
は
、
規
律
あ
る
分
列
行
進
と
一
斉
放

水
を
披
露
。
冷
た
い
雨
が
降
る
中
で
し

た
が
、
弧
を
描
く
放
水
に
地
域
の
今
年

１
年
の
安
心
と
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

市い
ち

田だ 

雅ま
さ

哉や

（
本
部
付
分
団
長
）

山や
ま
も
と本 

剛つ
よ
し 

（
第
１
分
団
／
分
団
長
）

高た
か
は
し橋 

康こ
う

司じ

（
第
２
分
団
／
分
団
長
）

足あ

立だ
ち 

正ま
さ
ゆ
き行

（
第
３
分
団
／
分
団
長
）

大お
お
す
み隅 

信の
ぶ
よ
し善

（
第
５
分
団
／
分
団
長
）

藤ふ
じ
わ
ら原 

真し
ん

吾ご

（
第
６
分
団
／
分
団
長
）

四し

宮み
や 

拓た
く

也や

（
第
１
分
団
／
部
長
）

長な
が
し
ま島 

哲て
つ
ろ
う郎

（
第
６
分
団
／
部
長
）

長な
が
し
ま島 

和か
ず

真ま

（
第
３
分
団
／
班
長
）

千ち

原は
ら 

裕ゆ
う
さ
く作

（
第
４
分
団
／
班
長
）

加か

畑ば
た 

佳よ
し
ひ
と人

（
第
５
分
団
／
班
長
）

安や
す

田だ 

茂し
げ
と
し利

（
第
５
分
団
／
班
長
）

今い
ま

田だ 

恒つ
ね
の
り徳

（
第
７
分
団
／
班
長
）

渓た
に

谷や 

洋よ
う

二じ

（
第
９
分
団
／
班
長
）

中な
か
む
ら村 

有ゆ
う

希き

（
第
９
分
団
／
班
長
）

杉す
ぎ
も
と本 

慶よ
し
み
つ満

（
第
10
分
団
／
班
長
）

● 

京
都
府
消
防
協
会
精
績
章

● 

京
都
府
消
防
協
会
精
勤
章

● 

両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

井い

﨑ざ
き 

武た
け

樹き

（
第
３
分
団
／
班
長
）

千ち

原は
ら 

裕ゆ
う
さ
く作

（
第
４
分
団
／
班
長
）

今い
ま

田だ 

恒つ
ね
の
り徳

（
第
７
分
団
／
班
長
）

糸い
と

井い 

智さ
と
し　

（
第
１
分
団
／
班
長
）

上う
え
や
ま山 

晃こ
う
へ
い平

（
第
１
分
団
／
班
長
）

宮み
や
ざ
き﨑 

剛つ
よ

志し

（
第
２
分
団
／
班
長
）

中な
か
に
し西 

清き
よ
た
か隆

（
第
２
分
団
／
班
長
）

細ほ
そ

見み 

京き
ょ
う

平へ
い

（
第
６
分
団
／
班
長
）

山や
ま
し
た下 

哲て
つ

八や

（
第
６
分
団
／
班
長
）

山や
ま
も
と本 

和か
ず
ひ
で英

（
第
７
分
団
／
班
長
）

今い
ま

井い 

浩こ
う
す
け介

（
第
７
分
団
／
班
長
）

梅う
め

田だ 

伸し
ん

也や

（
第
８
分
団
／
班
長
）

石い
し

田だ 

崇た
か
し　

（
第
８
分
団
／
班
長
）

吉よ
し
お
か岡 

弘ひ
ろ
ひ
と人

（
第
９
分
団
／
班
長
）

※ （
）
は
所
属
・
階
級

● 

京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

消
防
連
絡
協
議
会
長
表

● 

京
都
府
消
防
協
会

　
　
　

宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

令和６年与謝野町消防団出初式令和６年与謝野町消防団出初式

火災ゼロをめざして火災ゼロをめざして

地
域
の
安
心
と
安
全
の
た
め
に

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す

表
彰
者
の
皆
さ
ん
（
一
部
抜
粋
・
敬
称
略
）

冷たい雨が降る中、一斉放水をする団員

写
真
で
見
る
！

「
出
初
式
」

分列行進には、各分団の
消防車両も参加
ラッパ隊の指揮者
団旗に敬礼する団員
国旗並びに町旗に敬礼す
る団員
木村団長から表彰を受け
る団員
一斉放水の様子
与謝野町消防団の団旗

①

②
③
④

⑤

⑥
⑦

①②

③④

⑤⑥

⑦

編集 ● 本部がんばってます！消防団
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　税金の使い道や納税の義務について学ぶ
「租税教室（宮津・与謝地区租税教育推進

協議会主催）」が、府立与謝の海支援学校で開催さ
れました。
　本教室は、卒業後、地域の一員として活躍する生
徒たちに「税の意義や役割について主体的に考えて
ほしい」との目的で開催されたもので、高等部 39
人の生徒が参加。支援学校での租税教室の開催は、
京都府下でも珍しい取り組みであり、講師を務めた

● 京都府立与謝の海支援学校

税の意義と役割を学ぶ

12
12

まちの 話題話題 お届けします

　米大リーグで活躍する大
おおたに

谷 翔
しょう

平
へい

選手か
ら寄贈されたジュニア用グローブ（右利き

用２つ、左利き用１つ）が、与謝野町内の６小学校
に届きました。このグローブには「野球しようぜ！」
と書かれたメッセージカードが添えられています。
　加悦小学校では朝会でお披露目があり、校長先生
から手渡されると、代表の児童たちがグローブをは
めてキャッチボール。「使えてうれしかった」「大谷
選手のように努力を続けていきたい」などと話して
くれました。

● 大谷翔平選手からのグローブが各小学校へ

夢を与えるグローブ 23
1

税理士の山
やまぞえ

添謙
けんぞう

三さんは、身近な公共サービスを例
に「一人ではできないことを、みんなで助け合って
行うために税金があります」と説明されました。生
徒からは「これからも税金についてしっかりと考え
て い き た
い 」 と の
感 想 が 聞
か れ、 税
に つ い て
学 ぶ 良 い
機 会 と な
りました。

　全国的に女子野球の競技人口が増加傾向
にある中、宮津与謝地域にも女子軟式学童

野球チーム「天
てん

 橋
きょう

ガールズ」が発足しました。
　チーム発足のきっかけは、昨年７月に宮津与謝地
域の学童野球チームに所属する女子選手（５・６年
生）を対象に、近隣の女子チームとの交流試合など
を実施するためチームを編成し、練習と交流試合を
行ったのがきっかけ。交流試合後に参加していた選

● 女子軟式学童野球チーム「天橋ガールズ」発足！

第７回オープランドゥ CUP に出場した天橋ガールズの選手たち

わたしたちと野球やろうよ！
手から「せっかく発足した女子チームでも継続した
活動がしたい」という要望があり、保護者などの理
解を得て昨年 11 月に正式に発足しました。チーム
名の「天橋ガールズ」は、女子選手たちが考え名付
けたものです。現在、同チームには５・6 年生 15
人（与謝野町９人）が所属。選手たちは、学童野球
チームの大会が終了する 11 月以降に活動を始め、
それぞれが所属するチーム練習の合間をぬった練習
や合同練習に参加するなど、大会参加をめざしチー
ムワークを高めてきました。
　１月には、１府６県から９つの女子チームが参加
する「第７回オープランドゥ CUP ／会場：兵庫県
三木市など）」に出場。２日間で４試合を行い１勝
３敗という結果でしたが、大会初日には優勝チーム
に善戦するなど、積み上げてきたチームワークを見
せてくれました。副キャプテンの佐

さ さ き す ず

々木寿珠さん
（加悦小６年）は、「２日間、楽しく野球ができまし
た。天橋ガールズにたくさんの女子選手が集まって、
もっと強くなってほしいです」と大会を振り返りま
す。今後の天橋ガールズの活動にご注目ください！

7
1

講師の話を聞く生徒たち

校
長
先
生
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
を
手
渡
さ
れ

笑
顔
を
見
せ
る
児
童
た
ち

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

マンガの日
日本を代表する文化の一つであるマンガ。なんと年に３回「マンガの日」があり、その
うち２月９日は、マンガの神様と称される手塚治虫氏の命日に由来しています。今月は
そんなマンガに関する本をご紹介します。

『手塚治虫原画の秘密（とんぼの本）』
手塚プロダクション 編／新潮社

今はデジタルで書かれるこ
とも多いマンガですが、手
塚治虫が書いた当時はもち
ろん手書き。生涯 700 作
以上を生み出し、原画や下
書きには紙を貼った書き直
しなどの修正の跡が残され
ています。貴重な原画を通
した創作の苦悩や秘密を豊
富な写真で解説した１冊。

マンガを読むだけでなく、
自分で書いてみたいと思う
人もいるでしょう。この本
は、小学生でもマンガを描
かけるように絵の描き方や
ストーリー、キャラクター
の作り方までを説明した１
冊。作り手の工夫や意図を
知ることで、マンガを読む
視点も変わるかも。

『小学生から始めるマンガ教室』
すぎやまゆうこ 監修・原作　かんくろう マンガ・イラスト／大泉書店

『もっと知りたい鳥獣戯画（アート・ビギナーズ・コレクション）』
土屋貴裕 監修・著　三戸信惠 監修・著　板倉聖哲 著／東京美術

「鳥獣戯画」とは、京都高
山寺に伝わる平安から鎌倉
時代に書かれた全４巻の絵
巻物。表紙のユーモラスな
絵を見たことがある方も多
いのでは？　マンガの元祖
とも言われる一方で、誰が
何の目的で描いたのか謎の
多い作品の歴史や見どころ
を紹介した１冊。

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

図書館の本は町の大切な財産ですが、残念なが
ら破れたり汚れたりして返却されることがあり
ます。破損部分が修理できない場合には、弁償
をお願いすることがありますので、以下の点に
ご注意ください。

本はていねいに取り扱って
いただき、特に水濡れにご
注意ください。
破れたり汚れに気づいた際には、返却時にお知
らせください。修理ができず次の方が利用でき
ない恐れがあります。
返却後に汚れや破損が見つかった場合、職員が
状況をお尋ねすることがあります。
本を傷めることになりますので、ご自身でセロハ
ンテープなどで修復しないようにお願いします。

●

●

●

●

図書館の本は大切に
～ 図書館からのお願い ～

図書館（全館）は蔵書点検のため、以下のとお
り臨時休館します。休館中はご不便をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。

臨時休館のお知らせ

【本館】２月 13 日（火）～ 16 日（金）４日間　
【野田川分室】２月 21 日（水）、22 日（木）２日間
【加悦分室】２月 27 日（火）、28 日（水）２日間

【加悦分室】２月 10 日（土）午前 10 時 30 分～
【野田川分室】２月 24 日（土）午前 10 時 30 分～
【本館】３月２日（土）午前 10 時 30 分～

おはなし会を
開催します

1111　　　　　　広報よさの FEBRUARY 2024広報よさの FEBRUARY 2024 1010広報よさのNo.216広報よさのNo.216



食事をおいしくとるには、歯周病を防ぎ、かむ力や飲み込む力
を保つなど、お口の機能を維持することが大切です。

【毎食後の歯みがき】
正しいブラッシングを行いましょう。「歯間ブラシ」「デンタルフロ
ス」を利用し、歯と歯のすき間の歯垢も取り除きましょう。

【定期的な歯科受診】
毎日の歯みがきでは取り切れない歯石の除去や入れ歯などのメンテ
ナンスのために、定期的に受診しましょう。「痛くなったら受診する」
ではなく、健康な歯やお口を維持するための受診が大切です。

与謝野町有線テレビ
お口の体操番組放送中

● 日時　毎週月～土曜日
正午から放送中

ツイスト
No.4

無理をせず痛みのない範囲で、少しずつ休みながら行う。
運動時は息を⽌めずに自然な呼吸を心がける。
体調の悪いときは決して無理をせずに休む。
椅子や机を使用するときは安定したものを使い、パイプ椅子や
キャスター付きの椅子など、軽いものや動くものは使用しない。

●
●
●
●

運動の注意点

左の写真のように両脇を開
き、ひじを肩の高さまで上
げる。
左のももを持ち上げ、右ひ
じと左ひざをくっつけるよ
うに体をひねる。
反対側も同様に行う。

①

②

③

手順（左右 10 回×３～５回）

なるべく足を高くあげ、体をかがめないようにしましょう

＜ 注意 ＞ 腰やひざ、背中に痛みのある方は無理のない範囲で行ってください

人は年を取ると段々と体の力が弱くなり、外出する機
会が減り、病気にならなくとも手助けや介護が必要と
なってきます。このように心と体の働きが弱くなって
きた状態を「フレイル」といいます。日本は男女とも
平均寿命が延伸して、世界トップクラスの長寿国です
が、これからは「元気に自立して日常生活を送ること
ができる健康寿命」を伸ばすことが大切です。

● フレイルとは

フレイルのイメージ（出典 イラスト AC）

● 毎日の食事で元気な身体づくり　― 食べる機能を保つ「お口のケア」を ―

① ②

の
た
び
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
旧
尾

藤
家
住
宅
を
詳
細
に
眺
め
る
と
、

意
外
な
と
こ
ろ
で
今
年
の
干
支
で

あ
る
「
辰た
つ
（
龍
）」
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ち
り
め
ん
街
道
に
面
し
た
主
座

敷
に
は
床
の
間
と
別
に
仏
間
が
切

ら
れ
て
お
り
、
法
事
の
と
き
に
の

み
開
か
れ
る
押
し
込
み
襖ふ
す
まの

向
こ

う
に
仏
壇
が
収
納
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
仏
壇
の
隙
間
か
ら
中
を

の
ぞ
き
込
む
と
、
仏
間
の
天
井
全

面
に
和
紙
が
貼
ら
れ
、
所
狭
し
と

龍
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
薄

墨
で
描
か
れ
た
雨
雲
の
隙
間
か
ら

の
ぞ
く
龍
の
顔
や
鋭
い
三
本
爪
、

蛇
の
よ
う
な
腹
、
そ
し
て
先
端
が

ひ
れ
状
に
な
っ
た
尾
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
仏
壇
の
上
端
と
仏
間
天

井
の
間
隔
は
狭
く
、
鑑
賞
用
と
い

う
よ
り
は
縁
起
担
ぎ
の
た
め
に
配

さ
れ
た
雲
龍
図
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
西
洋
の
「
ド
ラ
ゴ
ン
」
が
火
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
の
に
対
し
、

東
洋
の
「
龍
」
は
雨
や
水
を
司
り

ま
す
。
大
事
な
家
屋
、
中
で
も
先

祖
代
々
の
位
牌
を
収
め
る
仏
壇
を

火
災
か
ら
守
る
狙
い
が
あ
っ
た
の

時の贈り物［第 130 回　仏壇を守る龍の天井画 ]	

こ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
信
仰
目
的
の
仏
画
に
は
よ
く
あ

る
こ
と
で
す
が
、
作
者
名
を
記
し

た
落
款
な
ど
は
な
く
、
そ
の
た
め

制
作
さ
れ
た
年
代
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
天
井
板
の
継
ぎ
目
ご
と
に
亀

裂
が
生
じ
て
い
る
雲
龍
図
で
は
あ

り
ま
す
が
、
丹
後
震
災
や
戦
火
を

く
ぐ
り
抜
け
、
重
要
文
化
財
と

な
っ
た
今
日
ま
で
旧
尾
藤
家
住
宅

を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

祝
【
旧
尾
藤
家
住
宅
】

国
の
重
要
文
化
財
指
定
が
決
定

　
令
和
５
年
11
月
24
日
に

文
化
審
議
会
の
答
申
を
受

け
た
「
旧
尾
藤
家
住
宅
」

の
重
要
文
化
財
指
定
に
つ

い
て
、
１
月
19
日
に
官
報

告
示
さ
れ
、
正
式
に
国
指

定
重
要
文
化
財（
建
造
物
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
旧
尾
藤
家
住
宅
は
、
与

謝
野
町
加
悦
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
（
通
称
：

ち
り
め
ん
街
道
）
の
中
ほ

ど
に
位
置
し
、
地
区
内
で

最
大
級
の
敷
地
を
有
し
ま

す
。
ま
た
、
尾
藤
家
は
江

戸
時
代
後
期
に
は
地
域
を

代
表
す
る
ち
り
め
ん
問
屋

と
し
て
栄
え
、
近
代
に
は

丹
後
銀
行
頭
取
、
加
悦
鉄

道
社
長
、
加
悦
町
長
を
務

与
謝
野
町
内
初
の

　
　
　
　
重
文
（
建
築
物
）
指
定

め
る
な
ど
、
地
域
社
会
の

発
展
や
近
代
化
に
大
き
く

寄
与
し
ま
し
た
。

11 代目尾藤庄蔵のこだわりが詰まった応接間

問　
社
会
教
育
課

●
●
☎
４
３・９
０
２
６

「
雲
龍
図
」
作
者
・
制
作
年
代
不
詳

紙
本
墨
画　
天
井
画

中庭から洋館をのぞむ

※ 今月の ALT リレーコラムはお休みします
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講座開催のご案内 受講
無料

リベラルアーツコース

「現代アートを読み解く」　
日
時 2 17月 日 ㊏

午後２時～
（受付時間：午後１時 30 分～）

岩滝保健センター会
場

「芸術」とは何か？　さらに難解で敬遠しがちな人も多いと
思われる「現代アート」とは？　学びたくてもなかなか学ぶ
機会のない現代アートを題材として、多岐にわたり活躍中の
アーティスト井上大輔氏より読み解き学ぶ講座です。

内
容

井
い の う え

上 大
だ い す け

輔 氏

京都芸術大学・嵯峨美術大学
非常勤講師

講師

【担当】　社会教育課 ☎ 43-9026

申 込 先
問い合わせ先

メールで申し込みください。
また、当日参加も可能です。

（一社） プレイス
（業務受託業者）

Mail : info@place-design.jp

1980 年　熊本県生まれ。
2009 年に金沢美術工芸大学大学院博士後期課程修了、博士号（芸術）取得。在学中からアーティ
スト活動を開始。また、自らの作品制作と並行して、多方面のアーティストや評論家を招いて多
くの展覧会やプロジェクトのディレクション、オーガナイズを行う。2014 年より共同アトリエ
である「淀スタジオ」主宰。現在、京都芸術大学（旧 : 京都造形芸術大学）および嵯峨美術大学
非常勤講師、（株）TRiCERA プロダクトディレクター、（株）バンダイナムコエンターテインメ
ント顧問などの役職に携わる。

消費生活 Information

消
費

生
活

In
fo
rm

at
io
n

　
『「
気
軽
に
始
め
ら
れ
て
高

収
入
が
得
ら
れ
る
」
と
言
わ

れ
て
登
録
料
を
支
払
っ
た

が
、
聞
い
て
い
た
よ
う
な
収

入
が
得
ら
れ
な
い
』、『「
儲

か
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
高
額
な
副

業
サ
ポ
ー
ト
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
』
な
ど
、
若
年
層
を

中
心
に
起
業
・
副
業
に
関
連

す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
が
増

加
中
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

は
、
被
害
者
か
ら
の
相
談
を

受
け
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

が
斡
旋
に
入
っ
て
も
、
事
業

者
が
非
協
力
的
で
あ
っ
た

り
、
連
絡
が
取
れ
な
い
な
ど

に
よ
り
、
解
決
困
難
に
至
る

事
例
が
目
立
ち
ま
す
。
契
約

内
容
を
十
分
に
確
認
し
、
少

し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら

簡
単
に
契
約
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
他
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
は
大
丈
夫
と
思
い
込
ま

ず
、
不
安
に
思
っ
た
場
合
や

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

● 

☎
２
２・２
１
２
７

● 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

● 

☎
１
８
８

起
業
・
副
業
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

急
増
し
て
い
ま
す

与謝野町公式
災害時など緊急時に直接情報をお届けします

1,400 人を超える方に友だち追加いただいている「与謝野町公式 L
ラ イ ン

INE アカウン
ト」。今後も公式 LINE をとおして町政情報やイベントなどの情報を発信してい
きますので、皆さんの「友だち追加」をお待ちしています。

LINELINE

与謝野町公式LINEアカウントの「友だち登録」は、次の２のステップで！

必ず「受信設定」で欲しい情報を設定してください

受信設定することで、欲しい情報だけを LINE で受け取ることが
できます。各リッチメニューにある「受信設定」から設定でき、「ご
み収集日」や「子育て情報」専用の受信設定もあります。
※ 緊急時の防災情報などは、受信設定にかかわらず配信する場
合があります

受信設定をタップ

Point
1

Point
2 ごみの分別方法が

調べられる
「メッセージ入力（①）」欄にごみ
の名称を入力すると、自動で分別
方法を応答します。

※ 登録していないごみ、キーワード
に合致しない場合は、分別方法の応答
ができません

①

Point
3 欲しい情報に応じた

３つのリッチメニュー
「基本設定／①」「子育て世代向け／②」「事
業者向け／③」の欲しい情報によって、メ
ニューデザインが３つに変わります。
① 「暮らし」「防災・危機管理」「広報 PR」
② 「暮らし」「子育て」「防災・危機管理」
③ 「暮らし」「事業者向け」「広報 PR」

リッチメニュー

お住いの地区を登録いただくと、収集日の前日
または当日に通知が届きます。

ごみ収集日のお知らせ

問い合わせ先 ／ 総務課  ☎ 43-9010

二次元コードで登録

右の二次元コードを
読 み 取 り、「 追 加 」
ボタンをタップして
登録。

アプリ内の検索で登録

LINE アプリ内で「与謝野町」と
検索し、「与謝野町役場」を選び、

「追加」ボタンをタップして登録。

・・・・・・・・
町 政  News & Information
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人権擁護委員をお知らせします
１人の委員が再委嘱 問　住民税務課 ☎ 43-9020

　

令
和
６
年

１
月
１
日
付

け
で
、
人
権

擁
護
委
員
に

堀ほ
り

江え

弘ひ
ろ
ひ
こ彦

さ

ん
（
加
悦
）
が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

法
務
局
と
連
携
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
や
人
権
侵
害
の
被
害
者
の
救

済
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
３
年
で
、
現
在
、
与
謝
野
町

で
は
11
人
の
委
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
じ
め
、
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ

Ｖ
、
そ
の
他
人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お

悩
み
の
方
は
、
気
兼
ね
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

《
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
常
設
相
談
所
》

会
場　
京
都
地
方
法
務
局
宮
津
支
局

日
時　
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
予
定

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※ 

祝
日
お
よ
び
休
日
を
除
く

☎
０
７
７
２・２
２・２
５
６
１

《
電
話
相
談
窓
口

（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）》

☎
０
５
７
０・０
０
３・１
１
０

― 

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る 

―

京
都
府
中ち

ゅ
う

・
北ほ

く

部ぶ

地
域

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
始
動
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
宮
津
与
謝
消
防
組
合
が

単
独
で
行
っ
て
き
た
「
消
防
指
令
業

務
（
１
１
９
番
通
報
の
受
け
付
け
、

消
防
車
や
救
急
車
の
出
動
指
令
な

ど
）」
を
、
４
月
１
日
か
ら
福
知
山

市
消
防
本
部
内
に
『「
京
都
府
中
・

北
部
地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、「
指
令
セ
ン
タ
ー
」）』を
設
置
し
、

京
都
府
中
・
北
部
地
域
の
６
消
防
本

部
が
共
同
で
消
防
指
令
業
務
を
行
い

ま
す
。
１
１
９
番
の
通
報
方
法
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
通
報
の
受
付
場
所

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
現
場
の
住
所

は
「
与
謝
野
町
」
か
ら
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
な
お
、
消
防
車
や
救
急
車
な

ど
の
緊
急
車
両
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
最
寄
り
の
消
防
署
か
ら
出
動
し
ま

す
。

通
報
時
、
現
場
の
住
所
は

「
与
謝
野
町
」
か
ら

問　防災危機管理対策室 ☎ 43-9011　／　宮津与謝消防組合本部 ☎ 46-6119

　

令
和
５
年
12
月
１
日
、「
丹

後
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ＣこＯ
ＣこＯ
（
運
営
者
／
社
会
福

祉
法
人
み
ね
や
ま
福
祉
会
）」

が
、
京
丹
後
市
内
に
開
設
し
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
所
は
、
児
童
福
祉

法
に
基
づ
い
た
お
子
さ
ん
と
ご

家
庭
の
た
め
の
専
門
相
談
機
関

で
す
。
０
か
ら
18
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
に
関
す
る
困
り
ご
と
や

子
育
て
の
悩
み
、
ご
家
庭
の
こ

と
な
ど
、
社
会
福
祉
士
・
保
育

士
・
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門

職
員
が
一
緒
に
考
え
、
問
題
解

決
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す

る
こ
と
で
聞
い
て
み
た
い
と
い

う
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

― 

み
ん
な
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に 

―

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設

● 

来
所
（
予
約
制
）

日
時　
平
日
（
月
～
金
曜
日
）
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
京
丹
後
市
峰
山
町
杉
谷

９
５
２
‐
８ 

峰
山
乳
児
院
内

※ 

電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

● 

電
話
（
24
時
間
受
け
付
け
）

☎
０
７
７
２・６
２・１
２
６
８

☎
０
８
０・５
３
４
１・９
４
２
２

※ 

土
日
祝・開
設
時
間
外（
夜
間
）

は
、
受
付
後
、
翌
開
設
日
に
担
当

者
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す

● 

メ
ー
ル

coco-tango@
m

ineyam
a-

fukusikai.jp

● 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

● 

相
談
フ
ォ
ー
ム

以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
な
た
で
も

ど
ん
な
こ
と
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い

相
談
方
法

LINE相談フォーム ホームページ

丹後こども家庭支援センター COCO
（峰山乳児院内）

☎ 0772-62-1268

問い合わせ先

消防指令センター

　
指
令
セ
ン
タ
ー
で
新
た
に
導
入
す

る
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｌラ

イ

ブ

ｉ
ｖ
ｅ

映
像
で
伝
え
る

新
し
い
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

Live119 の操作方法

1 2 3

ショートメッセージ（SMS）を
指令センターから送信

SMS に記載の URL から
Live119 を起動

撮影している現場の映像を
指令センターで確認

　
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
る
情
報
案

内
は
、
３
月
６
日
か
ら
左
記
の
番
号

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ
は

情
報
案
内
（
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド
）
で

確
認
で
き
ま
す

専用ダイヤル

050-5536-6961
音声ガイダンス以外の消防に関するお問
い合わせは、最寄りの消防署へお問い合
わせください。

１
１
９
」
は
、
通
報
者
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
さ
れ
た
現
場
の
映
像

を
指
令
セ
ン
タ
ー
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
災

害
現
場
の
詳
し
い
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
迅
速
な
現
場
対
応
や
通
報

者
に
適
格
な
応
急
処
置
の
指
示
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
指
令
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
映
像

通
報
を
依
頼
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

福
知
山
市
・
舞
鶴
市
・
綾
部
市
・
京

丹
後
市
、京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
、

宮
津
与
謝
消
防
組
合

指
令
セ
ン
タ
ー
構
成
消
防
本
部

AED 収納箱に「三角巾」を配備しました

AED（自動体外式除細動器）は、突然の心停⽌の場合など人命救助に大変有効な機器です。しかし、
女性の服を脱がせることへの抵抗感から、AED の使用率に男女差が生じているという研究報告が
なされています。このため、性別関係なく AED を使用できるよう、女性に配慮した使い方を示し
たリーフレットと傷病者の胸に被せる三角巾を、町が設置している AED 収納箱内に配備しました。

問　総務課 ☎ 43-9010

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

12/19 公共桝設置④工事 岩滝地内 ５者 株式会社井田建設 6,102 5,444 5,444 89.22 R5/12/27
～ R6/2/29

12/19 防犯灯ＬＥＤ化工事（北部地域） 石川地内 ２者 小西電気商会 1,250 1,130 1,131 90.48 R5/12/27
～ R6/2/29

12/19 防犯灯ＬＥＤ化工事（南部地域） 加悦地内他 ２者 小西電気商会 1,250 1,130 1,131 90.48 R5/12/27
～ R6/2/29

12/19 有線テレビ野田川サブセンター
空調設備改修工事 四辻地内 ６者 株式会社三野工務店 3,490 3,165 3,165 90.69 R5/12/27

～ R6/3/31

12/19 有線テレビ岩滝サブセンター
空調設備改修工事 岩滝地内 ５者 株式会社三野工務店 3,190 2,892 2,892 90.66 R5/12/27

～ R6/3/31

12  月入札結果 問　財産管理・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

薬物乱用は
「ダメ。ゼッタイ。」

薬物乱用は、周囲の人
から誘われて、好奇心
や興味本位で手を染め
るケースが多く見られ
ます。薬物乱用に対す
る理解を深め、絶対に
手を出さないという自
覚が大切です。

職員人事異動のお知らせ

令和５年 12 月 31 日付け

令和６年１月１日付け

【退　　職】

【新規採用】

佐藤 月菜（企画財政課 主事補）

河嶋 里歩（保健課 主事補）

被災者支援窓口を設置しました
令和６年能登半島地震

　
与
謝
野
町
で
は
、
１
月
６
日
に
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
「
与
謝

野
町
災
害
支
援
対
策
本
部
」を
設
置
し
、

被
災
さ
れ
た
方
と
被
災
地
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
役
場
内
に
被
災

者
支
援
窓
口
を
設
置
し
、
被
災
者
受
け

入
れ
の
た
め
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
支
援

を
推
進
し
ま
す
。

●●
主
な
支
援
内
容

問　
防
災
危
機
管
理
対
策
室（
総
務
課
内
）

☎
４
３・９
０
１
１

町
営
住
宅
の
提
供

使
用
料
を
免
除
し
提
供
。

※ 

６
ヵ
月
以
内
（
最
長
１
年
ま
で

延
長
可
能
）

義
援
金
の
受
け
付
け

役
場
各
庁
舎
に
義
援
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
義
援
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
全
額

を
被
災
地
へ
お
届
け
し
ま
す
。

安心・安全なまちづくりに貢献
問　総務課（CATV 担当） ☎ 43-9028

　
１
月
17
日
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
宮
津
警
察
署
か
ら
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
平
成
26
年
か
ら
「
情
報

１
１
０
番
宮
津
警
察
」
と
い
う
番
組

を
制
作
し
、
住
民
の
民
さ
ん
の
防
犯

意
識
を
高
め
、
与
謝
野
町
の
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
へ
の
功
労
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
贈
呈
に
至
り
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は
「
引

き
続
き
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安

全
の
た
め
に
、
よ
り
伝
わ
る
番
組
を

届
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

京都府宮津警察署の松
まつ

居
い

寛
ひろし

署長
（左）と総務課の池田主幹（右）

　
与
謝
野
町
で
は
、
同
一

世
帯
の
親
族
の
方
が
税
務

証
明
書
を
取
得
さ
れ
る
場

合
、
申
請
時
に
本
人
か
ら

の
委
任
状
の
添
付
を
「
不

要
」
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
５
年

４
月
に
「
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
」
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同

一
世
帯
の
親
族
間
に
お
い

て
も
、
税
務
情
報
の
厳
正

な
管
理
運
用
が
必
要
な
た

め
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
本
人
以
外
の
方
が
税

務
証
明
書
を
取
得
さ
れ
る

【4 月 1 日～】本人以外の方による税務証明書取得には
・ ・ ・ ・ ・ ・
委任状の添付が必要になります

場
合
は
、「
委
任
状
の
添

付
」
を
必
要
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の

大
切
な
情
報
を
安
全
に
運

用
す
る
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
委
任
状
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、

お
よ
び
各
庁
舎
の
住
民
税

務
課
住
民
窓
口
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問　住民税務課 ☎ 43-9020

画像はイメージです　※ 出典イラスト AC

町ホームページ

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、令和５年 12 月 16 日から１月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

令和５年 12 月末現在
まちのうごき

人　口 19,775 人（－ 53）

　男　 19,492 人（－ 23）

　女　 10,283 人（－ 30）

世帯数 8,863 戸（－ 23）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

総務課
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理
対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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【広告枠】

※ 掲載している情報は、1 月 29 日（月）現在のものです

令和５年度特別支援学校令和５年度特別支援学校
就学援助補助金の申請就学援助補助金の申請

対象者　令和６年１月１日におい
て、与謝野町に住所を有し、かつ、
特別支援学校に就学の児童生徒の
保護者または当該児童生徒の就学
に要する経費を負担する方
必要書類
● 特別支援学校就学援助補助金
交付申請書兼口座振込依頼書
※ 依頼書は学校教育課にあるほ
か、町ホームページからダウン
ロードできます
● 在籍証明書、学生証の写しな
ど特別支援学校に在籍しているこ
とが確認できるもの
● 申請者の本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカードなど）
※ 申請書に記載した申請者の住
所と氏名が確認できることが必要
補助金額　4,750 円
　　　　２月 22 日（木）までに、
申請書に必要書類を添付し、学校
教育課（☎ 43-9025）へ。

きもの着付教室（卒入きもの着付教室（卒入
学講座）の参加者募集学講座）の参加者募集

日程　２月 23 日（金）、３月１
日（金）、８日（金）、13 日（水）
時間　

【朝の部】午前９時半～ 11 時半
【昼の部】午後１時半～３時半
【夜の部】午後７時半～９時 45 分

会場　野田川わーくぱる
講師　京都きもの藤原学院丹後分校
内容　着物着付け（小学生の袴も
男女ともに可能）、帯結び
※ 着物や帯、小物類はお持ちく
ださい
受講料　

【町内在住・在勤の方】1,000 円
【町外在住の方】2,000 円
※ 参加費は後日納付書を送付い
たします
　　　　２月 19 日（月）までに、

内 容　 講 演〔 ①「 慢 性 腎 臓 病
（CKD）ってどんな病気？」　②
「知っ得！　腎不全生活でできる
工夫」〕、パネルディスカッション
定員　100 人　※ 当日参加も可
能ですが、定員を超えた場合は参
加できない場合があります
その他　希望者には体成分・動脈
硬化測定を実施します。
　　　　 ２ 月 17 日（ 土 ） ま で
に、申込書に必要事項を記入し、
CKD 市民公開講座実行委員会事
務局（宮津武田病院内／☎ 22-
2157 ／ファックス 22-1125）へ
ファックス。

自衛官等の自衛官等の
募集募集

【自衛官候補生】
資格　18 歳以上 33 歳未満の方
受付期間　常時受け付け
試験日　受付時にお知らせします
　　　　京丹後地域事務所
☎ 0772-64-2498

ご希望の日にちと時間帯を産業
観光課（☎ 43-9012）へ。また、
お子さんの着付け希望の方は、申
込時にその旨をお伝えください。

稲作経営研修会および稲作経営研修会および
農業座談会の開催農業座談会の開催

日時　２月 26 日（月）午後１時
半～
会場　野田川わーくぱる
内容　令和５年産の水稲作況、水
田農業の有益な情報、国・府・町
の支援施策などの説明
　　農林環境課 ☎ 43-9023

カレイドアートギャラカレイドアートギャラ
リー展の開催リー展の開催

日展や創画展で活躍中の日本画家
9 人による、大小 20 作品を鑑賞
できる展覧会です。作家が講師と
なる日本画ワークショップや座談
会も行います。小中高生の作品も
募集し、同じ会場で展示します。
日時　● ３月 16 日（土）午後１
時～７時半、● 17 日（日）午前
９時～午後６時
会場　生涯学習センター 知遊館
費用　入場無料。ただし、ワーク
ショップは 1,000 円（材料代）
その他　ワークショップと座談会
は事前予約が優先と
なります。申し込み
は、右記の二次元コー
ドからお願いします。
※ 当日参加も可能
　　カレイドアートギャラリー事
務局（株式会社 TASK21 田村）
☎ 090-9419-0004

腎臓病市民公開講座の腎臓病市民公開講座の
開催開催

日時　３月３日（日）午後２時～
５時
会場　みやづ歴史の館

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

購入予定物品　ストップウォッチ
兼トレーニングタイマー（１台）、
プリンター一体型ストップウォッ
チ（１台）

【橋立中学校】
購入予定物品　HEPA フィルター
付き加湿空気清浄機（７台）、サー
キュレーター（１台）　

【共通事項】
登録資格　与謝野町内に本店登記
の所在地がある企業または住民登
録がある個人
※ 対象物品の小売・販売・保守
ができること
納品期限　３月中
※ 学校および購入予定物品に
よって違います
その他　物品の種別ごと、学校ご
とに契約します。また、同等品の
条件や納品期限など
の詳細は、町ホーム
ページをご覧いただ
くか、学校教育課ま
でお問い合わせください。
　　　　２月 20 日（火）午後３
時までに、学校教育課または町
ホームページにある「見積業者
登録申請書」に必要書類を添付
し、学校教育課（☎ 43-9025）へ。
なお、提出いただいた書類はお返
しできません。

【子育て世帯生活支援特別給【子育て世帯生活支援特別給
付金】申請締め切りせまる付金】申請締め切りせまる

● 子育て世帯生活支援特別給付金
（令和５年度町民税非課税の児童手
当等受給者で公務員の方および令和
５年１月以降の家計急変者対象）
● ひとり親世帯分の同給付金

（公的年金等による児童扶養手当不
受理の方および令和５年１月以降の
家計急変者対象）
　　　　該当すると思われる方は、
２月 20 日（火）までに、子育て
応援課（☎ 43-9024）までご相
談ください。

購入予定物品　HEPA フィルター
付き加湿空気清浄機（３台）、赤
外線暖房機（静音タイプ・１台）

【岩滝小学校】
購入予定物品　空気清浄機能付き
ファンヒーター（２台）

【山田小学校】
購入予定物品　充電式電気掃除機

（スティックタイプ・１台）
【江陽中学校】

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

小・中学校の物品購入小・中学校の物品購入
に係る見積業者の登録に係る見積業者の登録

小・中学校の物品購入について、
次のとおり見積業者の登録を募集
します。

【石川小学校】
購入予定物品　HEPA フィルター
付き加湿空気清浄機（６台）

【三河内小学校】
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与謝野町物価高騰対策生活者支援給付金
（１世帯あたり７万円）について

令和５年度住民税非課税世帯などに対して、物価高騰対策生
活者支援給付事業（追加分）を行います。対象になると思わ
れる世帯には、通知書または確認書をお届けしています。詳
しくは、福祉課（☎ 43-9021）までお問い合わせください。 町ホームページ

問・申

与謝野町では、地域と行政との対話を通してまとめた「多様
な主体による協働のまちづくり推進指針（案）」についてお
知らせするとともに、広く皆さまからご意見を募集します。

● 公表方法

● 提出方法

● 提出期限
● ご意見の
● 取り扱い

町ホームページに掲載のほか、企画財政課（本庁舎）加悦庁舎
および野田川庁舎住民税務課窓口で閲覧できます。
※ 午前８時30分～午後5時15分、土日および祝日を除く
所定の様式に必要事項を記入し、企画財政課まで書面をお持ち
いただくか、以下のいずれかの方法でご提出ください。なお、
電話によるご意見は受け付けておりませんので、ご了承いただ
きますようお願いします。

【郵送】〒 629-2292 与謝野町字岩滝 1798 番地１ 企画財政課宛
【ファックス】46-2851
【メール】kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp
３月１日（金）必着
提出いただきましたご意見は、最終的な指針（案）の検討資料
とさせていただきます。なお、ご意見に対する個別回答は行わ
ず、氏名と連絡先を除き、検討結果と併せて町ホームページに
て公表します。
企画財政課 ☎43-9015

多様な主体による協働のまちづくり推進指針（案）
への意見を募集します

【パブリックコメント】

祝日のごみ収集について（２月・天皇誕生日）祝日のごみ収集について（２月・天皇誕生日）
２月 23 日（金）は祝日のためごみ収集は行いません。お間違えのないようお願いします。

町ホームページ

展示会
ホームページ

問・申

問・申

問・申

問・申

問・申

問

催

講

町ホームページ 募

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期

２月29日（木）まで
国 民 健 康 保 険 税　第９期
介 護 保 険 料　第９期
後期高齢者医療保険料　第８期
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マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
会

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

人人よさの
Vol.60

　
「
お
は
な
し
会
の
あ
と
に
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
も
ら
う
感
想
が
楽
し

み
」
と
話
す
の
は
、
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
マ
ザ
ー

グ
ー
ス
の
会
」
代
表
の
新に
っ

田た

雪ゆ
き

江え

さ

ん（
下
山
田
）と
臼う

す
井い

早さ

苗な
え

さ
ん（
下

山
田
）。

　
当
時
、
旧
野
田
川
町
の
図
書
館
で

は
読
み
聞
か
せ
が
な
か
っ
た
。「
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を

し
た
い
ね
」
と
な
り
、
図
書
館
を
利

用
し
て
い
た
子
育
て
を
し
て
い
る
お

母
さ
ん
た
ち
に
呼
び
か
け
「
マ
ザ
ー

グ
ー
ス
の
会
」を
結
成
。
結
成
後
は
、

月
に
一
回
、
公
民
館
で
の
お
は
な
し

会
か
ら
活
動
を
始
め
、
今
で
は
町
内

の
小
学
校
を
中
心
に
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
野
田
川
）
や
図
書
館
な

ど
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
。
一

方
で
、
町
の
物
語
を
「
紙
芝
居
」
と

し
て
残
し
て
い
く
活
動
に
も
着
手
。

２
０
１
１
年
に
は
、
今
も
続
く
与
謝

野
町
と
英
国
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ア
ベ

リ
ス
ツ
イ
ス
の
交
流
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
故
フ
ラ
ン
ク
・
エ
バ
ン
ス
さ

ん
の
話
を
、
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
「
エ
イ
エ
ン
ノ
ヘ
イ

ワ
」
を
制
作
し
た
。

　

結
成
か
ら
25
年
―
―
。
こ
の
間
、

依
頼
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
荷
物
を

持
っ
て
行
き
、
紙
芝
居
の
上
演
を
続

け
て
き
た
。
し
か
し
、
時
の
流
れ
と

と
も
に
徐
々
に
読
め
な
く
な
る
こ
と

に
危
機
感
が
つ
の
り
、
町
の
物
語
を

声
と
音
楽
を
録
音
し
残
し
て
い
く
作

業
を
開
始
。
昨
年
は
、「
エ
イ
エ
ン

ノ
ヘ
イ
ワ
」
に
英
語
字
幕
や
当
時
の

写
真
で
つ
づ
っ
た
解
説
動
画
を
追

加
し
た
紙
芝
居
動
画
を
制
作
。
ま

た
、
与
謝
野
町
出
身
の
作
家
で
あ
り

な
が
ら
、
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
細ほ
そ

井い

和わ

き喜
蔵ぞ

う
の
生
涯
を
た

ど
っ
た
「
細
井
和
喜
蔵
も
の
が
た

り
」
の
紙
芝
居
動
画
を
、
藤ふ
じ
わ
ら原

和か
ず

子こ

さ
ん
（
石
川
）
を
加
え
た
３
人
で
完

成
さ
せ
た
。
本
作
品
は
、
文
部
科
学

省
か
ら
教
育
上
価
値
が
高
く
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
に
広
く
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
、
昨
年

12
月
に
「
令
和
５
年
度
教
育
映
像
等

審
査 

社
会
教
育
用
（
教
養
）
成
人

向
き
」
に
選
定
さ
れ
た
。
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
が
、
教
育

1999 年に絵本好きな母親たちが集い発足。絵本
を通して豊かな心を育んでほしいとの思いから、
小学校・図書館・高齢者施設などでおはなし会
を開催。町の物語を残すため、2011 年、フラン
ク・エバンスさんの手記の翻訳「憎悪と和解の大
江山」出版を機に、「エイエンノヘイワ」の紙芝
居を、また、昨年、与謝野町出身の作家「細井和
喜蔵」の生涯をたどった紙芝居動画を作成。現在
10 人の会員で活動中。

● マザーグースの会

絵
本
を
通
し
て

豊
か
な
心
を

育
ん
で
ほ
し
い

「
細
井
和
喜
蔵
も
の
が
た
り
」
が

令
和
５
年
度
文
部
科
学
省
・
教
育
映
像
等
審
査 

社
会
教
育
用
（
教
養
）
に
選
定

映
像
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
難

し
い
と
い
う
。「
構
想
を
練
り
だ
し

た
の
は
８
年
前
。
こ
の
間
、
多
く
の

方
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
と
、
和

喜
蔵
さ
ん
に
関
す
る
本
が
出
版
さ
れ

な
け
れ
ば
完
成
し
な
か
っ
た
」
と
充

実
し
た
表
情
を
浮
か
べ
る
。
紙
芝
居

動
画
の
制
作
は
こ
の
２
作
品
で
い
っ

た
ん
区
切
り
を
つ
け
、
今
後
は
「
小

学
校
で
の
お
は
な
し
会
を
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
『
町
の
物
語
を
残
し
た
い
』

　
会
員
た
ち
が
残
し
た
２
つ
の
物
語

は
、「
絵
と
声
」
と
と
も
に
未
来
へ

と
受
け
継
が
れ
る
だ
ろ
う
。

細井和喜蔵ものがたり

制作発表会を開催します制作発表会を開催します

※ 与謝野町・与謝野町教育委員会後援事業

● 日時

33 99月 日 ㊏
午後２時開場
午後２時 30 分上映

● 会場

野田川わーくぱる野田川わーくぱる
視聴覚室（２階）

与謝野町出身で「女
じょこう

工哀
あい

史
し

」の作者 細井
和喜蔵の生涯をたどった紙芝居動画を放映
します。和喜蔵の功績が社会や現代を生き
るわたしたちにどのようにつながっている
のかを、ぜひご覧ください。

● 内容

マザーグースの会さんからのお知らせ
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